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向島水稲部による水稲適期刈取

現地検討会を実施 

)) ―ＴＡＣ information―  

９月２５日向島支店水稲部による、恒例

の水稲適期刈取現地検討会と採種ほ場

の第２期ほ場検査が行われました。 

 当日は水稲部員のほか、農業改良普及

センター、ＪＡ職員ら１６人でほ場を巡

回し、刈取適期の判定を行いました。生

育は全体的に良好で、土質により若干登

熟のスピードに差がありますが、例年ど

おりの刈取適期となりました。 

また、採種ほ場もおおむね良好で良質

な種籾が期待されます。 

 写真は、伏見区向島の業務用多収米「ほしじるし」の圃場で収穫直

後の様子です。 

 本年、ＪＡ全農が全国で取組んでいる多収品種の試験栽培で、全量、

全農を通じて業務用として出荷されます。９月２４日、ＪＡ全農本所

米穀部西日本米穀販売事業所米国販売課、ＪＡ全農京都農畜産部米穀

課職員が向島の試験栽培５圃場を巡回しました。今後、今年の結果を

分析し、この地域に合った栽培方法を模索していきます。 

 

穂を示して説明する齊藤課長補佐 

収穫適期判定のため稲の穂を調査するＪＡ職員 

刈取適期を示す掲示板 



 

 

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
は
最
近
の
農
薬
は
ほ
と
ん
ど
効
き
ま
す
が
、
シ
ロ
イ
チ
モ
ジ
ヨ

ト
ウ
は
、
京
都
府
病
害
虫
防
除
所
の
昨
年
の
試
験
で
は
、
効
果
の
あ
る
農
薬
は
限

ら
れ
て
い
ま
す
。
殺
虫
剤
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ａ
担
当
者
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
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